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込
む
な
ど
、
景
気
は
悪
化
し
ま
し

た
。 こ

の
様
な
中
、
当
商
工
会
と
致
し 

ま
し
て
は
、
行
事
予
定
に
有
り
ま
し

た
各
種
イ
ベ
ン
ト
行
事
が
中
止
、
又

は
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

会
員
の
影
響
調
査
や
国
県
町
への
要

望
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

 

具
体
的
事
業
の
一
例
と
し
て
、
全

会
員
への
応
援
マ
ス
ク
の
配
布
、
金
ケ

崎
町
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
の

推
進
、
地
域
企
業
感
染
症
対
策
等
支

援
事
業
費
補
助
金(
上
限
十
万
円)

等
、
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 

令
和
三
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
克
服
に
向
け
て
、
会
員

皆
が
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
事
業
・

生
活
を
守
り
、
地
域
経
済
の
力
強
い

回
復
に
繋
げ
ら
れ
る
様
、
商
工
会
の 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
な

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
商
工
会
の
事
業
推
進
に

対
し
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
方
を
は

じ
め
関
係
各
位
か
ら
、
特
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
始
ま
り
、
暮
れ
た
一

年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
経
済
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
っ
て
個
人
消
費
や
生
産
活
動
が

低
調
に
推
移
し
、
雇
用
情
勢
も
落
ち 

 

費
や 

 

新
年
の
ご
挨
拶 

支
援
体
制
を
引
き
続
き
役
員
、
職
員

と
共
に
強
化
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

ま
た
、
来
年
度
は
、
役
員
改
選
期

と
な
っ
て
お
り
、
各
理
事
の
進
行
の
も

と
、
地
区
懇
談
会
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
令
和
三
年

度
通
常
総
会
が
円
滑
に
進
行
出
来
ま

す
様
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
商
工
会
は
、
地
域
に
根
差

し
た
唯
一
の
経
済
団
体
と
し
て
、
持

続
的
発
展
を
目
指
す
、
小
規
模
企

業
・事
業
所
の
支
援
を
強
化
し
、
金
ケ

崎
町
、
商
工
会
連
合
会
、
各
関
係
機

関
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
地

域
経
済
団
体
と
し
て
、
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
引
き
続

き
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。 
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 商

工
会
青
年
部
で
は
、
二
月
十
三
日

に
創
立
五
十
周
年
記
念
大
会
を
開
催
す

る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
拡 

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
記
念
大
会
を
延
期

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ご
参
加
を
検
討

頂
い
て
お
り
ま
し
た
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な

り
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

な
お
、
記
念
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
状
況
を
見
な
が

ら
、
今
年
八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

部
で
は
、
講
習
会
の
開
催
や
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

出
店
や
運
営
協
力
を
行
い
、
町
を
盛
り
上

げ
る
た
め
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
若
手

経
営
者
や
後
継
者
の
方
で
活
動
に
ご
参

加
頂
け
る
部
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
商
工
会
へ
連
絡
下
さ

い
。 丁

度
コ
ロ
ナ
の
狭
間
の
様
な
時
期
だ

っ
た
事
も
幸
運
で
し
た
し
、
又
私
達
の
強

い
思
い
と
、
皆
様
の
ご
理
解
の
賜
物
と
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。 

単
独
で
の
大
会
は
、
役
員
と
し
て
関
わ

っ
て
参
り
ま
し
て
か
ら
初
め
て
の
事
で
、

こ
の
様
な
機
会
は
二
度
と
無
い
で
あ
ろ

う
と
、
思
い
の
丈
を
全
て
注
ぎ
込
ん
だ
渾

身
の
大
会
で
あ
り
、
楽
し
く
て
部
員
一
同

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
、
当
日
を
迎
え
た
も

の
で
し
た
。 

 

そ
れ
も
こ
れ
も
、
親
会
を
は
じ
め
、
行

政
、
そ
し
て
皆
様
か
ら
の
多
大
な
る
協
賛

広
告
の
お
陰
と
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

今
年
も
女
性
部
は
地
域
の
担
い
手
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
き
る
事
を
選
択

し
て
活
動
致
し
て
参
り
ま
す
。 

部
長 

平 

紀
子 

      

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 昨

年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
年
で
し

た
が
、
女
性
部
は
創
立
五
十
周
年
記
念
大

会
「
感
謝
の
お
も
て
な
し
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
、
十
一
月
七
日
に
無
事
執
り
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 
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感 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
係
る
令
和
３
年
度
の
固
定

資
産
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
事
業
収
入
が
減
少
し
て
い
る

中
小
企
業
等
に
対
し
、
そ
の
事
業

者
の
所
有
す
る
「
事
業
用
家
屋
」

「償
却
資
産
」に
係
る
令
和
三
年
度

の
固
定
資
産
税
を
事
業
収
入
の
減

少
率
に
応
じ
、
軽
減
す
る
も
の
で

す
。 

 

※
事
業
用
で
あ
っ
て
も
、
土
地
は
軽 

減
の
対
象
外
と
な
り
ま
す 

 

詳
細
は
、
商
工
会
ま
た
は
、
役
場

税
務
課
へご
相
談
下
さ
い
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
対
象
と

な
る
金
ケ
崎
町
内
の
会
員
や
事
業

者
の
皆
様
に
ご
案
内
し
て
参
り
ま

し
た
岩
手
県
の
地
域
企
業
感
染
症

対
策
等
支
援
事
業
費
補
助
金
（上

限
十
万
円
）
の
補
助
対
象
期
限
一

月
三
一
日
が
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
補
助
金
は
、
補
助
対
象
経
費

が
、
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
支
払

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
の
一
つ
で

す
。
申
請
を
予
定
さ
れ
て
い
る
事

業
所
の
皆
様
は
、
忘
れ
ず
に
ご
利

用
願
い
ま
す
。 

 

な
お
、
商
工
会
へ
の
申
請
は
、
二

月
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
、
商
工
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

～新型コロナウイルス感染症対策事業～ 

申請はお早めに・・・ 

感染症拓対策事業（１０万円） 

申請は、２月１０日（水）まで 

１／３１までの支払いが対象です 

令和３年分固定資産税の減免 

申請は、２月１日（月）まで 

商工会等の確認が必要です 

その他の事業も 

ご相談ください 

か
ね
が
さ
き 

創
業
塾
開
催
中 

 

こ
こ
数
年
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま

す
「
か
ね
が
さ
き
創
業
塾
」
が
、
今
年

も
一
月
九
日
か
ら
二
月
六
日
ま
で
、
毎

週
土
曜
日
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
、

計
五
回
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
の
再
発
令
を
受
け
て
、
リ
モ
ー
ト
に

よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

講
師
は
、
埼
玉
県
に
あ
る
フ
リ
ー
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
イ
ン
ク
株
式
会
社
代
表

取
締
役
で
、
働
き
方
多
様
化
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
三
宅
哲
之
さ
ん
で
す
。 

 
受
講
者
は
、
胆
江
地
域
か
ら
十
名
の

皆
様
に
ご
参
加
頂
き
、
ご
好
評
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。 

 

商
工
会
で
は
、
新
規
創
業
だ
け
で
な

く
、
既
存
事
業
以
外
の
新
た
な
事
業
取

組
の
ご
相
談
や
、
空
き
店
舗
を
貸
し
た

い
・
利
用
し
た
い
と
い
う
ご
相
談
に
も

お
応
え
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券 

有
効
期
限
終
了 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
心
配
さ
れ
て
い
た
昨
年
七
月
に

販
売
し
完
売
致
し
ま
し
た
「
が
ん
ば

れ
‼
金
ケ
崎
町
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
」
は
、
お
か
げ
さ
ま
を
持
ち

ま
し
て
、
昨
年
十
二
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
有
効
期
限
終
了
と
な
り
ま

し
た
。 

 

町
内
百
七
店
の
加
盟
店
に
於
い

て
ご
利
用
頂
き
、
換
金
率
は
約
九
十

九
％
と
な
り
ま
し
た
。（
令
和
三
年

一
月
二
十
七
日
集
計
時
点
） 

昨
年
十
一
月
四
日
、
盛
岡
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
商
工
会
法
施
行
六

十
周
年
商
工
会
岩
手
県
大
会
で
、
長

年
商
工
会
の
運
営
に
ご
尽
力
頂
い

て
お
り
ま
す
役
員
の
方
々
が
、
そ
の

功
績
を
称
え
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

■
東
北
経
済
産
業
局
長
表
彰 

会 

長 

菊 

地 

清 

晴 

■
岩
手
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰 

 
 

監 

事 

木 

村 

惠 

也 

 
 

理 

事 

髙 

野 

恭 

一 

  

 
▲リモートでの開催のかねがさき創業塾 

   

受 
 

賞 
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 間もなく確定申告の時期です！ 
新型コロナウイルス感染症の影響による売上減少など、いつもと違う決算申告内容の事業所増加が予想されます。 

今回変更となった要注意の税制改正もありますので、今すぐ金ケ崎町商工会へ相談して決算申告の準備を進めましょう。 

 

■税理士支援日程 

・以下の日程以外で電子申告送信はできませんので早めの準備と相談をお勧めします。 
 

税理士による決算申告相談日 ※電子申告送信日 

２月２５日（木）１０時から１６時 ３月２日（火）１０時から１６時 ３月１１日（木）１０時から１６時 

 

注意が必要な税制改正（一部） 
■ 基礎控除が改正されました 

・基礎控除が38万円から48万円に引き上げられるとともに、合計所得金額が2,400万円を超える方の控除額が引き下げ

られ、2,500万円を超える方の控除が廃止されました。 

 

■ 青色申告特別控除が改正されました 

・65万円の青色申告特別控除の適用要件に「電子帳簿保存」又は「e-Taxによる電子申告」が追加されました。 

 

 

■ ひとり親に対する税制上の措置等がされました 

・婚姻歴の有無や性別にかかわらず、生計を一にする子を有する所得 500 万円以下の単身者について、「ひとり親控除」

(控除額35万円)が創設されました。 

・上記以外の寡婦については、引き続き寡婦控除として、控除額27万円を適用することとし、所得制限（所得500万円）が

設けられました。 

 

■ 公的年金等控除が改正されました 

・公的年金等収入が1,000万円を超える方の控除額に上限が設けられました。 

・公的年金等以外の所得金額が1,000万円を超える方の控除額が引き下げられました。 
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岩手県では、コロナウイルス感染症の影響により甚大な被害を受けていながら、予防対策に取り組んでいる

飲食店等を応援する「ＧｏＴｏＥａｔキャンペーン」を実施しています。 

 商工会窓口で、１冊５，０００円分（５００円×１０枚）の食事券を４，０００円で販売 

 

          令和３年２月２８日（日）まで               令和３年６月３０日（水）まで 

※ 商工会での販売は、２月２６日（金）までとなります。 

【金ケ崎町内加盟店】（２４店舗）                                       Ｒ３．１．２５現在 

千貫石温泉湯元 東館 髙砂食堂 和洋食道Ｅｃｒｕ 
和風レストランまるまつ 

金ケ崎店 

松葉商店イオンスーパーセ

ンター金ケ崎店 
ガスト 北上金ケ崎店 侍屋敷 大松沢家 カウベル 

yip’s cafe availla トラットリア プリミ 髙砂家 みどりの郷株式会社 

SUGOSU HITOTOKI 味の店 鎌田ガーデン 丸萬 宝介 金ケ崎店 

すき家 ４号金ケ崎店 金ケ崎温泉 駒子の湯 和風レストラン星萬 盛絽屋 

サバ―ビア 永岡温泉夢の湯 zakka+cafe KICHI. レストラン コレット 

 

岩手の食を応援！！             食事券利用期間延長！！ 

いわてGo To Ｅａｔ キャンペーン 実施中 

販売

期間 

利用 

期間 

かもん金ケ崎イルミネーション 点灯中！！ 

 ２／２８まで  
                                         

           同時開催 

 「かもん駅マーケット」 

      毎週土曜日 

１／３０ ・ ２／６ ・ ２／１３ ・ ２／２０ ・ ２／２７ 

 



 

 

金ケ崎町商工会並びに観光協会職員を

今年もよろしくお願い申し上げます。 

経営支援員 小笠原 幸子 

一般職員 中目 美幸 
経営支援員 及川 敏宏 

大雪被害は、大丈夫ですか？ 

火災共済は、雪災にも対応しています！ 

詳しくは、商工会まで（☎４２－２７１０） 

金ケ崎観光協会 榊 和也 

編集後記 新年職員挨拶 

事務長 千葉 勝 

「明るい職場は笑顔か

ら」をモットーに傾聴力

向上に努めます。 

会員さんの気持ちを汲み取り

ながら、寄り添った支援を心

掛け、職員のチームワークを

大切に取り組みます。 

経営指導員 臼井浩之 

 

何よりも会員さん第一で考え

て動き、皆様から感謝される

ような職員を目指して頑張っ

ていきます。 

健康管理に気を付けて、皆様

に迷惑をかけないよう業務に

あたりたいと思います。 

信頼される商工会を目指し、

コロナ禍の今こそ会員皆様の

支援に、職員一同ＯｎｅTeam

で取り組みます。 

感染症拡大状況を踏まえ、イ

ベント内容や PR 活動方法に

ついて、何ができるのか模索

しながら最善を尽くします。 
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経営指導員 齊藤さき子 

会員さんの要望にスピー

ディーに応えられるよう、

職員で情報共有を図り、支

援して参ります。 

一般職員 小野寺 昌 

会員さんに寄り添った支援を

心掛け、スムーズに会員さん

への対応が出来るよう職務に

邁進します。 

日本政策金融公庫から「国の教育ローン」のお知らせ 
「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、専修学校、各種学校や外国の高校、大学等に入学・在学するお子さ

まをお持ちのご家庭を対象とした公的な融資制度です。 

 ●融 資 額● お子さまひとりにつき３５０万円以内（一定要件に該当で４５０万円以内） 

 ●金 利● 年１．６８％（母子家庭の方などは年１.２８％）※令和２年１２月１日現在 

 ●返済期間● １５年以内（母子家庭の方などは１８年以内） 

   詳しくは、ＨＰ（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンター 

    （０５７０－００８６５６（ナビダイヤル）または（０３）５３２１－８６５６まで。 

  ※ 新型コロナウイルス感染症による影響を受けた方に、特例措置もあります。 


